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The great r iver and fer tile 

nature always suppor t our 

lives.

Dreams and hopes cross the 

bridge to future with change 

and evolution.

Beautiful scenery, greenery 

and river in every season of 

Atsugi tell us that the beauty 

a n d r i c h n e s s o f n a t u r e 

should be preserved.  

大
い
な
る
河
と
豊
か
な
自
然
は

変
わ
る
こ
と
な
く

人
々
の
暮
ら
し
に
寄
り
添
い
続
け
る

未
来
へ
の
夢
と
希
望
は

変
化
と
進
化
を
遂
げ
な
が
ら

明
日
へ
か
け
橋
を
渡
す

こ
の
美
し
さ
を
、
永
遠
に

こ
の
豊
か
さ
を
、
未
来
へ

四
季
折
々
、
山
紫
水
明
…

厚
木
を
包
む
さ
ま
ざ
ま
な
美
景
は

そ
う
私
た
ち
に
語
り
か
け
て
い
ま
す

光
輝
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厚
木
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景
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To Bright Future
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市
民
協
働
の
力
が

明
日
へ
の
か
け
橋
に

　

昭
和
30
年
2
月
1
日
、
県
下
13
番
目
の
市
と
し
て
、
私

た
ち
の
ま
ち
厚
木
市
は
誕
生
し
ま
し
た
。
そ
し
て
今
年
、

60
周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き
年
を
迎
え
ま
し
た
。
市
制
が

ス
タ
ー
ト
し
た
当
初
は
人
口
3
万
1
0
0
0
人
で
あ
っ
た

ま
ち
が
、
今
で
は
22
万
5
0
0
0
人
を
超
え
る
県
内
有
数

の
都
市
へ
と
発
展
を
遂
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

多
く
の
先
人
の
皆
さ
ま
が
情
熱
を
込
め
て
育
て
て
こ
ら

れ
た
厚
木
市
は
、豊
か
な
自
然
や
歴
史
、文
化
、そ
し
て
人
々

の
愛
情
が
あ
ふ
れ
る
全
国
に
誇
れ
る
ま
ち
で
す
。
こ
の
記

念
誌
は
、
そ
の
ふ
る
さ
と
厚
木
の
美
し
い
姿
や
生
き
生
き

と
活
動
す
る
人
々
、
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
60
年
の
歴
史

を
振
り
返
り
、
光
輝
く
未
来
へ
向
け
た
新
た
な
一
歩
を
市

民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
力
強
く
踏
み
出
す
た
め
に
作
成
し

ま
し
た
。
こ
の
機
会
に
あ
ら
た
め
て
、
私
た
ち
が
暮
ら
す

ま
ち
の
魅
力
を
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

市
制
記
念
日
で
あ
る
2
月
1
日
に
は
、
ふ
る
さ
と
厚
木

を
世
代
を
超
え
て
愛
し
誇
れ
る
ま
ち
と
し
続
け
る
た
め
、

「
あ
つ
ぎ
市
民
ふ
れ
あ
い
都
市
宣
言
」を
全
国
に
向
け
て
発

信
し
ま
し
た
。
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の
原
点
を
見
つ
め
、

温
も
り
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
総
合
計
画「
あ

つ
ぎ
元
気
プ
ラ
ン
」に
掲
げ
る
将
来
都
市
像「
元
気
あ
ふ
れ

る
創
造
性
豊
か
な
協
働
・
交
流
都
市
あ
つ
ぎ
」の
実
現
を

よ
り
確
実
な
も
の
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
原
動
力
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
力
で
あ

り
、
市
民
協
働
で
生
み
出
さ
れ
る
力
は
、
明
日
へ
の
か
け

橋
で
す
。
光
輝
く
未
来
へ
向
け
、
み
ん
な
で
歩
ん
で
い
き

ま
し
ょ
う
。

厚
木
市
長　

小
林 

常
良

ふれあいの家庭づくり
　家族との絆を深め、人を思いやる豊
かな心を育み、ぬくもりのある「心ふれ
あう家庭」をつくりましょう。

ふれあいの地域づくり
　地域に暮らし、働き、学ぶ中で、地域
活動の輪を広げ、みんなで支え合う「心
ふれあう地域」をつくりましょう。

ふれあいのまちづくり
　人とのつながりの輪を広げ、希望に満
ちた、未来に輝く「心ふれあうまち厚木」
をつくりましょう。

あつぎ市民ふれあい都市宣言
　厚木市は、先人のたゆまぬ努力によ
り、自然と調和する都市として発展し
てきました。そして今、少子高齢化の
進展や価値観の多様化により、人と人
との関係が変化し、市民相互の絆がよ
り大切になっています。
　私たち一人一人が地域に関心を持ち、
日頃から助け合い、市民協働により、
身近な課題に取り組むことで、笑顔で
暮らせる安心・安全なまちをつくるこ
とができます。
　家庭や地域で思いやりの心を育み、
ふるさと厚木を世代を超えて愛し、誇
れるまちとするため、ここに「市民ふれ
あい都市」を宣言します。

Atsugi was born as the 13th city in Kanagawa Prefecture on February 1st, 1955. Sixty years 
have passed since then. When the city was established, the population was about 31,000
but now has reached 225,000 and has become one of the most prominent cities in the 
prefecture.
Atsugi City, which has been raised and supported through the passion of our predecessors, 
is rich in nature, history, culture and the affection of its people. 
We published this issue to mark another new step toward bright future with all of you through 
looking back on history, rediscovering the blessings of nature and introducing people 
enjoying activities. We hope you can realize the beauty of our city.
On Atsugi Municipal Commemoration Day, February 1st, we emphatically proclaims that 
“Atsugi City always communicate with our citizens” to make our city that citizens love and 
are proud of in every generations.
We will accomplish the vision of “Atsugi, energetic city of creativity, collaboration and 
exchanges” of “Atsugi Genki Plan”. 
Your energy serve as the driving force of development and the energy of civic collaboration 
is the bridge toward the future.
Go forward into the bright future together!

Tsuneyoshi Kobayashi
Mayor of Atsugi City

明 日 へ の か け 橋

Working with the Citizens toward the Bridge for Tomorrow
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1.あつぎ飯山桜まつり：庫裡橋から飯山白山森林公園へと続く飯山観音参道や桜の広場は、毎年満開の桜が咲き乱れます。市制60周年を記念し、歌や踊りなど、自慢のパフォー
マンスを披露する桜のステージを開催。女性だけで担ぐさくら輿や飯山白龍太鼓、白龍の舞の披露など、たくさんの催しで盛り上がりました  2.緑のまつり：花や緑とふれあう催
しなどが実施され、多くの来場者でにぎわいました   3.かながわフードバトル in あつぎ：県内のおいしいグルメが集い、ご当地グルメ神奈川県No.1を決定 4.市制60周年カウ
ントダウン：たくさんの市民や厚木にゆかりのある著名人が市ホームページで100日前からカウントダウンをしました  5.あつぎ子ども議会：厚木市議場で、小学５年生から中学３年
生までの29人が議員となり、市長などへ一般質問を行いました  6.NHKのど自慢：10年ぶりに厚木で開催されたNHKのど自慢。文化会館大ホールには1400人以上が詰めかけ、出場
者の歌声に大きな拍手を送りました  7.石彫モニュメント寄贈：市制60周年の記念に「あつぎ素敵美術館をつくる会」の皆さんが石彫モニュメントを市に寄贈  8.かなキャラ大
集合！：市マスコットキャラクター「あゆコロちゃん」をはじめ、県内の各地域のキャラクターが大集合  9.さつきまつり：さつき盆栽の展示・即売、ステージ・ストリートパ
フォーマンスなど、イベント盛りだくさんで開催   10.あつぎジャズナイト：プロ・アマチュアミュージシャンたちによる、本格的なジャズライブが無料で楽しめるイベント  11.あつぎ鮎ま
つり：厚木の夏を彩る市内最大のイベント。大花火大会では、市制60周年を記念した県下最大級の全長500mに及ぶナイアガラが登場。ダンスイベントや鮎のつかみ取りなど、
2日間で70万人もの人出でにぎわいました
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We implemented the Countdown Projects throughout the city to celebrate the 60th Anniversary

of Atsugi Municipality, on February 1, 2015. We enjoyed them including festivals,

spor ts and community events  with many people.

厚木市制60周年
カウントダウン事業

2 0 1 5年2月1日の厚木市制6 0周年をお祝いする機運を高めていこうと、
カウントダウン事業が市内各地で行われました。

祭りやスポーツ、市民参加型の催しなど、多くの参加者で盛り上がりました。
Countdown Project
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　げんき！ きらめき！ だいすき！ あつぎ60

キャッチフレーズ提案者
小久保 里咲さん（毛利台小6年）

1.あつぎウインターイルミネーション：暖かみのある約5万球のイルミネーショ
ンが本厚木駅前を彩りました 2.新あつぎ市民健康体操：市民の健康保持・増
進のため、神奈川工科大学の協力を得て愛称名「あゆコロちゃん体操」を制
作 3.市民文化祭：市民の文化、芸術の祭典として、芸能音楽発表、文化作品
展などが実施されました 4.市民芸術祭：あつぎ市民合唱団と厚木交響楽団に
よるモーツァルト「レクイエム」。公募により結成したあつぎ市民合唱団200人が
厚木交響楽団の演奏で合唱を披露  5.あつぎミュージックフェスティバル：あ
つぎミュージックフェスティバル新人発掘オーディションで大賞に輝いた国丸リ
サさんがメジャーアーティストと共演。国丸さんは配信デビューが決定 6.にぎ
わい爆発！あつぎ国際大道芸：国内外から一流のパフォーマーを招いて開かれた
県内最大級の大道芸イベント。本厚木駅周辺でジャグリングやアクロバットなど
息をのむようなパフォーマンスが繰り広げられました  7.市制60周年記念ラッ
ピングバス：市の60歳の誕生日をお祝いするため、バースデーケーキに見立て
たバスが完成。パティシエ姿のあゆコロちゃんが描かれたバスが市内を走ります 
8.あつぎマラソン：市内最大のスポーツイベント。約2000人のランナーが秋の
厚木路で健脚を競い合いました  

　父から市制60周年のキャッチフレーズを募
集していることを聞いて応募しました。キャッチ
フレーズは、テレビ番組にゆるキャラが出てい
るのを見ているときにひらめいたものです。自
分の提案が採用された時はとてもうれしかっ
たです。学校でも表彰されて、友達も喜んでく
れました。ラッピングバスなどで記念のロゴを
見かけると、今でもうれしい気持ちになります。
　私は、都会も自然もある厚木が大好きです。
県外などからもたくさんの人に来てもらい、厚
木の良いところを知ってもらいたいです。
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「厚木はおいしい食べ物の宝庫」

農業者  臼井 スミ子さん

1

7

カウントダウン事業01NEXT STAGE
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あつぎ OEC フード

地ビール 

地酒 からすの卵、石臼胡桃、楓香 三豆一穀鮎の塩焼せんべい 愛甲三郎豆腐でんがく かぼすゼリー

厚木のとん漬

ウインナー 厚木の鮎厚木シロコロ・ホルモン

厚木市には、コンテストなどで入賞した優れた食品や、古くから市民に愛され
続ける食品が数多くあります。こうした魅力ある食を市では「あつぎ食ブラン
ド（愛称：あつぎOECフード）」として認定し、広くPRしています。

In Atsugi, you can enjoy natural blessings such as “Ayu Cuisine”

and popular fruit picking. There are many delicious dishes such as 

“Atsugi Shirokoro Hormon” which is popular among local people.

山と川の恵みにあふれる、
厚木ならではのおいしさ

風味豊かな「鮎料理」や人気の果実狩りなど、自然の恵みが楽しめる、厚木。
ご当地グルメ「厚木シロコロ・ホルモン」など、
厚木ならではのおいしさが盛りだくさんです。

Food

　昭和37年に飯山の農家に嫁ぎ、養豚業などに携
わってきました。今では、自分で育てた大豆を味
噌にし、厚木名物の「とん漬」も作っています。
　厚木は、山や川など豊かな自然に恵まれ、お
いしい食材が育ちやすい環境にあります。直売
所や朝市、夕焼け市など地場産の食材を手に取
れる場所もあります。これからも市民の皆さんに
は、地元で作られた安心安全でおいしい食品を食
べていただきたいと思っています。
　2013年にオープンした体験型市民農園「飯山
楽菜園」も好評です。野菜作りを楽しむことで、
多くの人に農業の魅力が伝わるとうれしいです。
















